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令和２年の議会は・・	

前回、この議会レポートを発行した時には思いもよらなかった状態に
なっています。	
これまでも、気候の変化に戸惑ったり、これまでと何かが変わってき
ていますね、ということはありました。でも、今回の「コロナウィル
ス感染」については、誰もが「まさか？」と思いました。そして、ま
だ、これから「どうなっていくのだろう？」という不安の中にいます。	

	
みなさん、お元気でしょうか？	

	
不要不急の外出は避ける。とはされていますが、どこで、誰が感染し
ても不思議ではない状態。私も、時々咳き込んだりした時は、ドキッ
としての日常生活です。	
	
そんな中で、令和２年度の町の予算が、今回の議会で可決されました。	
その内容、議会で話し合われたこと、そのことについての私の意見な
ども交えて。	
そして、これから先の収束と経済の変化を	
気にしながら・・	
	
「議会レポート５４号」を、お届けします。	
	
	

ウトロでは、時々家の
近くにもクマゲラが
やってきて、甲高い声
で鳴いています。	
	
ドラミングの音と、大
きな体は、やはり迫力
がありますが、赤い帽
子とキョロっとした目
は、ユーモラスでもあ
ります。	

	
	
今回の議会は、コロナウイルス感染対策の非常事態宣言の出ている中での	
開催となりました。開催前には、議会運営委員会から問い合わせがあり、	
	
　・一般質問をやめる。	
　・紙ベースで終わらせる。	
　・急がない内容であれば、次回にする。	
	
など、いくつかの選択肢が示されました。	
	
私は、時間の短縮は対応できても、一般質問はやるべきと考えました。	
こんな時だからこそ、議会として町の対応や姿勢を確認する時だと言う思い
もありました。	
	
さまざまな考え方がありますが、議会としての役割、議員としての役割は、
そうあるべきだと思っています。	
	
今回は、再質問は止めるつもりでしたが、一般質問の当日朝まで、町の方々
から電話やメールがありました。みんな、コロナ感染対応に関する町の対応
と、不安について聞いて欲しいと言うものでした。	
	
短縮や、省略ができる部分と、しっかり確認、質疑の必要な事業もあります。
とかく「こんな時だから〜」と流されるのではなく、こんな時だからこそ、
しっかり課題に向き合うことが、議会には求められていると思いました。	
	
議場での傍聴は、ご遠慮いただきインターネット中継だけ。	
	
３階の議場は、来年の３月まで改修工事で利用ができません。耐震補強とア
スベストが使われているので除去工事が始まっています。	

2020年	３月３１日発行	
みなさん　こんにちは	
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このことについては、何人かの方から電話もいただきました。また、直接会っ
てお話もさせていただきました。	
今年、７７歳になられる方、８８歳になられる方やそのご家族の方もいらっ
しゃいました。	
選挙の時には、私を応援してくれる方もいらっしゃいます。	
なによりも私の後援会長の松本さんも！７７歳の対象年齢でした〜	
	
でも、私は、この祝い金の改正に賛成しました。	
	
この「祝い金」の支給そのものに私は疑問がありました。	
そして、ずいぶん前から、この祝い金を廃止したり改正する市町村がありま	
した。たしかに、今年いただく方にとっては残念で、時には悔しい思いもさ	
れることになりましたが、でも、これは、どこかでいつか、変えなければな	
らないことだと思います。	
	
仮に、では、来年にしましょう〜となった時も、来年の方は残念で、	
悔しい思いをされるのです。	
	
本当は、平成１７年頃の三位一体改革　交付税ショックと言われた頃に変える
べきでしたが、なかなか選挙もある中で、そのころの行政の中には「悪者には
なりたくない」と言う思いもあったのかもしれません。やるべきことを先送り
にしてきた中で、町長は、行政は、良く決断されたと思います。	
	
高齢化率が３０%を超えていること。そして、斜里の高齢者の健康寿命が７７歳
をゆうに超えてお元気なこと。などを考えて、祝い金の支給年齢を８８歳と１
００歳に。金額も一万円にすることに。なによりも、こうした感謝の気持ちを
これからも続けていくと言う町の考え方もあわせて、私は賛成しました。	
	
これからも、高齢の方々が、もっと自由に動けて、さまざまな場に参加できる
ような環境整備のために、例えば郡部のタクシー券の利用の拡充などには、
しっかり声を上げていこうと思っていますから！	
	
どうぞ、ご理解くださいね。	
	

敬老祝い金のこと・・・・・・・	

今年、もらえるはず

だったんだけど〜ど

うなんってんの？	

残念かもしれ

ませんが、こ

う言うアレコ

レ〜な状況で、

ご理解を！	

　　そうだねぇ	
もう、そんな時代じゃ

ないねぇ。次の世代	
　の負担になるね	

令和２年度・・2020年度の町の事業や、やろうとしていることなど


●やっぱり、財政が厳しいためでしょう。新しい
事業は少ない気がします。	
また、議会の質疑の中でわかったのですが、１２
月には、財政難の理由の一つに、会計年度任用職
員制度になったことで、これまで以上に人件費が
大きく増える。と言う説明もありましたが、新年
度予算では、増えることはなかったようです。	

○	知床自然センター　の改修工事	
	
これまでも、映像館の改修、レストラン・店舗などの
改修、４月オープニングの映像画像更新や映写機の更
新と公園拠点施設として利用しやすい施設改修が行わ
れてきましたが、昨年、駐車場を拡張工事が始まり、
今年いっぱいで工事を行い完成予定です。	
いろいろ変わって、使い良くなった知床自然センター
です。これまで３０年以上、上映されてきた	
「四季・知床」は、３月で上映が終わりました。	
新しい映像が、楽しみですね〜	

○	あさひ広場の噴水改修工事もします〜	
	
立派な噴水のある公園でしたが、長い間、漏水な
どが原因で利用ができないような状態でした。	
これまでのような、水が吹き上がるようなタイプ
ではなく、小さな子供達が安全に水遊びができる
ような「親水施設」に改修されることになりまし
た。	
他にも、町内の公園施設の改修工事を行い、これ
からも長く使い続けられるように整備していくこ
とになりました。	
こうした取り組みを「超寿命化事業」と言います。	

　　がっかりだなぁ	
楽しみにしていたん

だけどねぇ	
でも、仕方ないね〜	

・・その気持ち�
よくわかります・・・�
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○	ウトロ香川坂道路の改修工事	
	
ウトロは、自治会が中心になって地区防災計画を策定し
ました。その計画の中でも大切な避難路に位置付けられ
ているウトロ環状道路（香川坂道路）の歩道幅とロード
ヒーティング改修などの実施設計を行います。	
多くの観光客も利用して、現在は交通安全上も危険が指
摘されています。	
昨年は測量が入っています。	

○	ウトロへき地保育所の天井・・謎のタオル	
	
ウトロへき地保育所ができてすぐから、防音のため
に？天井からグラスファイバー、その後はバスタオ
ルがぶら下げげられていました。昨年、産業厚生常
任委員会の現地視察で課題指摘されました。今回は、
子供達の遊戯室天井のタオルを撤去して、天井に吸
音効果板を施工します。	
また、園庭のフェンスの腐食箇所も修繕します。	
	

○	消防のタンク車を新しくします	
	
もう、４２年が経っているタンク車を、救助資機材や、
最新消火システムを装備した車両に更新し、各種の災
害に対応できるようにします。	
値段は9500万円くらいです。	

○	地域プラットフォーム設立準備法人に	
地域おこし協力隊を派遣します	

	
昨年設立された、地域プラットフォーム設立準備法
人、一般社団法人知床しゃりへ初期運営の支援とし
て、総務省事業の地域おこし協力隊２名を派遣しま
す。斜里町には現在は、テレワーク事業へ地域おこ
し協力隊員が派遣されています。	
	

○	一般廃棄物処理基本計画策定	
	
現在のエコクリーンセンターの整備の基本になった平成
２０年に策定された計画が、令和４年に１計画期間を終
えることから、新たな基本計画の策定に取り組みます。
今年度は、ゴミ質調査を行います。	
このゴミ質調査とは、斜里町内で出されるゴミの特徴や、
種類、水分量、成分などの調査を行うものです。	
斜里町のゴミ、どんな特徴があるんでしょう。	
現在の生ゴミ施設の処理水が計画以上に多くなったこと
などは、この水分量調査に関係する部分が原因では？	
とも言われています。	

○	病害虫防災対策	
	
畑で発生した病害虫の蔓延を防ぐために、啓発看板
の設置や、観光施設などへのリーフレットなどの配
置を行います。	
また、JAしゃりが車両洗浄施設や、排水処理施設に
対して、町が助成を行います。	
病害虫防除については国と、北海道、町、そしてJA
一丸となって対応していきます。	
	

議会で初めて議会報告会をやりました	
2020年2月１５日	

チラシが入りました。町の人たちは、あまり来てくれ
ませんでした。対象は、全町民に対してですが、関係
者を除くと１６名の参加でした。そのうち、事前に自
治会長や連合会へ封書で開催案内を送っていたから
か？自治会の役員さんがほとんどだった感じで。	
そうではないかたは、４名ほどかと。	
	
で、その内容は、各常任委員会で行なった視察先の報
告で、ほとんど、議会だよりでお知らせしたような内
容。私の所属する委員会の報告に至っては、用意した
資料と報告者の内容が、合っていなかったり、間違っ
た説明だったりで、来てくださった方から「さっぱり、
わからなかった」と言われました。	
	
開催することに意味がある。なんて？言ってる場合で
はないと思います。内容をしっかり考えたほうがいい
ですね・・・。	
町のお金、使ってんだし〜。反省会もなしでした。	

開催しました！�
ちょこっとトーク	

第３回目の開催になり
ました。前日にギリギ
リのチラシお知らせに
もかかわらず、当日は
４３名の方がきてくだ
さいました。１２月議
会の報告と気になる課
題などについて２時間
びっしりと、たくさん
の意見や質問をもらい
ました。５名それぞれ
が、役割を分担して、
議会の取り組みと、仕
組みを説明しながら。	
反省なども交えて。	
本当に、画期的な取り
組みとして、私たちの
議会活動にプラスして
いきます。	

３月議会のちょ
こっとトークは、

コロナ感染対策も

あるので開催はで

きないかもしれま

せん・・・	
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●町のコロナウイルの対応は？	
	
北海道で非常事態宣言を出して、学校も休校要請で・・	

それはたしかに理解できるけど・・斜里町として、どうなの？	
町民に対しての呼びかけもなく、もしも感染者が出た時や、心配や不安だったら、
町としてできることって何なのか？	
対策本部や、対応についても議会には説明ないし。	
主体性がないなぁ〜と思ったので、そう言うことを質問しました。	
	
しっかり、考える自立した町であって欲しいです！	
	
●まち・ひと・しごと総合戦略って、これまでの続きでいいの？	
	
どうしても、しっかりと検証できているのか？と思います。とても大きな予算を

使って、事業を実施しています。補助金、交付金対象だから〜ではないでしょう
が、もっと人口増や起業する課題が、たくさんあるのに。	
そこにお金を使う方がいいのではないだろうか？	
一度決めたことをなかなか変えられない？って斜里町もそうなのでしょうか？	
と言う、視点から質問しました。	
	
ふるさと納税だって、やはり活用して財源確保と地場産品のPRと、起業を促す
きっかけにするべき。本当に、やるのかなぁ？	
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ツイッターとフェイスブック　で　ほぼ毎日・情報発信しています。	
桜井あけみ　か、SAKURAI	AKEMIで検索してください。	
■  議会レポートをブログの方に掲載します。	
■  桜井あけみ「ふつう」の生活　で検索しても出て来ます　	
■  http://akemiburogu.sblo.jp/　コメントを待っています。        	
「桜井あけみ後援会」活動報告書　099-4351 斜里町ウトロ香川１０４　	

　メールアドレスは	
　koe@akemichan.net	
携帯からのメールは、こちらから
の返信が届かないこともあります。	
ご了承ください。	
 	
文中の誤字脱字については、お許
しください。ごめんなさい・・・	
 	

　　　　　最近のこと・・・・・・・・	
 	
●コロナウイルスで　考えたこと　思ったこと 
まさか、コロナウイルスが世界全体に広がるなんて！目に見えないから、そして、対応する

薬がないから、その怖さはとても大きく不安です。３月議会中に、東日本大震災の１１日の

地震発生時、９年前のあの日も私は議場にいました。その時も、ニュースの映像を見て、信

じられない気持ちでした。でも、今回のコロナウイルスのように、目に見えない、対応薬も

ない怖さが福島周辺にもありました。今も、生活することのできない地域もあり、目に見え

ないけれども測定すると放射線量の高い地域もあります。 
今回のように、感染して熱が出たり肺炎になるウイルス以上の恐怖を多くの方が経験したこ

とを思い、黙祷をしました。 
人は学びができます。今回のコロナウイルスが早く収束することを願いながら、私たちは多

くのことを学ぶべきだと思います。これからの世代のために。	

 	

●町の財政が心配です。１２月議会で財政難の説明を受け、今年度の予算も昨年よりも総額

は少なくなりました。こんな時だからこそ、この町で暮らす毎日が萎縮することなく楽しい

時間を過ごせるようにしなくてはなりません。とは言っても、どこかに出かけることも控え

なくてはなりません。この春は、手抜き続きだった畑や庭の手入れを頑張ろうかな、と２月

で８７歳になった母と話をしていました。彼女は、我が家の大きなベッドカバーをパッチ

ワークキルトで製作中。時々ラインでひ孫とテレビ電話。向上心と前向き姿勢に学ぶことが

多いと感じています。頑張ろう〜 

　	オオアカゲラ	
	
最近は姿を見かけな
くなりましたが、先
日は森の中で会えま
した。見かけなく
なった原因は、私た
ちのせいなのだろう
か？なんて思うと少
し悲しいですね。	

　				海鷲たち	
	
今年は、流氷の海でたく
さんの姿を見ました。流
氷も、今日はまだ海が白
いです。もう、なくなる
かな？と思う日々です。	
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